
ＩＣＴを活用した地域課題解決に向けた取り組み

2020年度に中国経済連合会から受託して実施した「ICTを活用した地域課題解
決の中山間地域モデルに関する調査研究」成果を踏まえ、DXに積極的に取り組ん
でいる安芸太田町を対象に、実証実装に向けたDX導入モデルを検討しました。
今年度の検討内容については、今後、安芸太田町へ提言するとともに、他自治

体への展開を図ります。

（モデル１）中山間地域における行政事業ソーシング(案)
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（課題と規模が類似しており、改革に対する危機感を共有する自治体）

デジタル連携基盤共同事業体（デジタル合併）
（組織機能統合・集約化による最適化）

（モデル２）クラウド化を軸とした導入・運営費用の大幅削減モデル(案)
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